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第１章 政策提案協働事業の制度について 

 
１． 政策提案協働事業の概要 

北区では、平成 19 年度に区民、NPO、ボランティア団体等の自主的な公

益活動に助成を行うため北区協働推進基金を創設しました。 

本事業は、この基金を活用し、NPO やボランティア団体等の主体的な関わ

りの下で区との協働によるまちづくり事業を進め、多様で豊かな地域社会を

実現することを目的としています。 

北区内に活動拠点を有する NPO、ボランティア団体等の公益活動を行う団

体から、先駆的で公益性の高い事業を提案（以下「提案事業」という。）して

いただき、採択された事業について、区と協働で取り組んでいきます。 

募集する事業は、区の地域課題の解決に向け、新たな視点で提案団体と区

が取り組むことのできる事業です。 

事業経費のうち区が負担する額は、年間３００万円を上限とします。 

この事業費は提案団体と区の双方の経費になり、その割合は提案団体と主

管課とのヒアリングの際に検討します。 

事業を継続する場合の区が負担する事業費については、２年間の事業の場

合は計５００万円、３年間の事業の場合は計６５０万円を上限とし、その範

囲内で各年度間の区の負担額を決めます。 

  応募していただいた提案は、提案団体と提案に関連する主管課（以下「主

管課」という。）とのヒアリングを実施し、書類審査、プレゼンテーションに

より北区協働地域づくり推進事業選定委員会（以下「選定委員会」という。）

が審査します。 

  令和 5 年度は、1 事業の応募があり 1 事業が選定され、令和 6 年度に実施

しました。 
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２． 募集事業の流れ 

 

【令和 5 年度】 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 6 年度】 

 

 

 

 

 

【令和 7 年度】 

 

 

 

 

事業説明会 （６月２３日） 

事業終了（令和６年３月） 

審査結果公表（１２月初旬） 

第一次審査（書類審査）（１０月下旬） 

第二次審査（公開プレゼンテーション） 

（１１月下旬） 

【審査】 

北区協働地域づくり推進事業選定委員会が対

象事業を審査します。 

【公表】 

事業概要や団体名を公表します。 

【事業評価】 

事業終了後、事業効果や実施手法等について

の評価を行います。 

【申請】 

申請事業に関する書類（所定の書類）や団体

に関する書類（名簿や規則など）を提出。 

主管課とのヒアリング 

【ヒアリング】 

主管課と事業化に向けて協議を行っていただ

きます。より実現性の高い事業となるよう事業

内容の詳細を検討していきます。 

実施に向けての協議（１２月～３月） 

協働事業開始（４月） 

予算確定、事業化決定（３月） 

【実施に向けての協議】 

事業実施に向けて、主管課を交えたワークショ

ップ等を行い、具体的な協議を進めていきま

す。 

【事業説明会（自由参加）／事前相談】 

事業概要や提出書類について説明します。 

２日で３回実施しました。 

また、事前相談では申請書の書き方などの相

談を受け付けます。 

申請書提出 

事前相談 

事業募集（７月１日～７月３１日） 

事業の経過報告 【経過報告】 

四半期ごとに事業執行状況報告書を提出。 

事業評価 完了報告書提出（４月） 

完了報告会（６月１４日） 
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３． 事業募集について 
 
（１）審査基準 

 
 
 
 
（２）選定事業 

 事業名 団体名 
１ 北区繋がり広がるプロジェクト（アウト

リーチ型支援事業） 
(R6 年度～R8 年度） 

一般社団法人 SHOIN 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

審査対象 審 査 基 準 

第一次 

審査基準 

（書類審査） 

① 事業目的は地域課題の解決を目的としたものか 

② 事業手法に独自性、先駆性等提案団体の特性が認められるか 

③ 適切な役割分担となっているか 

④ 提案事業は実現可能か 

⑤ 協働で取り組むことによる事業効果を認めることはできるか 

第二次 

審査基準  

（プレゼンテ

ーション） 

① 提案団体に事業の実現に対する熱意・意欲が感じられるか 

② 提案団体に事業を実現する能力を認めることができるか 

③ 提案団体に新しい課題に対するチャレンジ精神を認めることは 

できるか 

④ 事業内容に整合性が認められるか 

⑤ 協働への取組により提案団体、区に相乗効果が期待できるか 

⑥ 総合的観点から、実施すべき事業と認めることができるか 
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第２章 実施事業の概要 
１．北区繋がり広がるプロジェクト（アウトリーチ型支援） 

 

提案団体 一般社団法人 SHOIN 

主 管 課 子ども未来課 

 
 

（１）団体概要 

子ども達の健全な成長・自立を支援する活動を行っていきます。家庭環境に

関わらず全ての子ども達に、いかに生きていくべきかを学ぶ機会や必要となる

人との出会いを創っていきます。 

 

（２）事業目的 

訪問員が月 1 回プレゼントをお持ちし、子ども達やそのご家族と顔を合わせ

ることで、子どもや子育て家庭との顔の見える繋がりをつくり、行政だけでは

目の届かない子育て家庭の状況把握をすると共に、関係機関・団体と連携して

必要かつ適切な支援につなぐ仕組みづくりを目的としています。また孤独・孤

立や貧困の問題をその家庭の問題ではなく、地域の社会課題として、子ども食

堂等の子育て支援団体、企業・経済団体などが一緒になって取り組むプロジェ

クトを目指します。 

 

（３）事業概要 

□アウトリーチ型支援 

アウトリーチ型支援が必要と思われる方に本プロジェクトに利用登録いただ

いた後に、子ども達に直接プレゼントをお渡しする日時を調整していきます。 

定期的に子ども達やそのご家族と顔を合わせていく中で、子ども達やその保護

者とたくさんの会話ができる関係をつくり、相談事を聞くことによって、確か

な繋がりをつくっていきます。その中で、子どもや家庭に潜在する課題を発見

し、必要性があれば支援に繋げることができます。子どもを取り巻く家庭環境

を含む包括的な支援となります。 

 

□アウトリーチミーティングの開催 

アウトリーチ支援事業の実績がある団体から外部講師をお招きし、アウトリ

ーチ型支援の活動注意点などを学ぶ研修の機会としていく他、我々もリスクマ

ネジメントなどのノウハウを蓄積する機会としていきます。 

その他、支援者の報告会ステークホルダーと情報共有できる機会を開催します。 
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□事業 PR 

本プロジェクトを周知し、拠点型の支援を継続している方に、訪問員（アウ

トリーチャー）になっていただくべく、北区子ども食堂ネットワークや北区フ

ードパントリーネットワーク加盟団体に PR をしていきます。また本プロジェ

クトを主管課の協力を得て、広く PR していきます。 

その他、訪問員の方が利用者のご自宅を訪問するツールとなる月 1 回のプレゼ

ントを支援いただける地域・企業を募っていきます。 

 

（４）役割分担 

団  体： 本事業を通して、アウトリーチ型支援を広め、支援の在り方の拡

充を目指します。また孤独・孤立や生活困窮は、その家庭の問題

ではなく、地域社会の課題です。その社会課題解決に向けて、民

間団体や企業・団体などを積極的に巻き込んでいきます。 

主 管 課：支援対象者を支える訪問員・支援者を増やすこと等のため、団体   

と連携しながら広報・PR を進めます。また、孤育て家庭や行政等

の支援が十分に行き届かない困難家庭等を発見・救済し、必要な支

援について検討するため、定例の報告の場を活用し地域の関係者と

区が密に情報交換を行います。 

 

（５）事業の決算額 

区  分 項  目    金  額（円） 

収入 北区負担金 1,626,078 

団体負担金 10,000 

収入計 1,636,078 

支出 謝礼 320,000 

人件費 604,920 

消耗品費 586,959 

印刷製本費 33,445 

通信運搬費 2,614 

保険料 15,300 

委託費 0 

賃借料 

旅費交通費 

59,920 

12,920 

対象外経費  

 

 

 

支出計 1,636,078 
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第３章 政策提案協働事業の評価について 

 
１． 評価の目的 

協働事業の成果を団体、主管課、選定委員会で検証することにより、事業

の妥当性、実施効果を確認し、協働事業の改善への取組み、今後の協働事業

に役立てるために行います。 

 
２． 事業の評価方法 
  協働事業の事業実施主体である団体と主管課がそれぞれ自己評価を行い、

その内容を選定委員会へ提出します。事業報告と自己評価に基づき選定委員

会が評価し、その内容を公表します。 
 

３． 評価項目 

（１）計画段階での取組み 

（２）事業の進め方 

（３）協働で取り組んだことによる効果 

（４）協働事業の成果 

 

４． 評価の流れ 

 提案団体 主管課 選定委員会 

事
業
終
了
後
（
４
月
下
旬
） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

     

 

 

    

 

公
開
報
告
会 

 

 

 

 

   

全
体
評
価 

 

 

        

       

事業報告書 
収支決算書 

作成 
提 出 

評

価 

共 有 評価表作成 

事業報告書 
収支決算書 

提出 
評

価 

評価表作成 評価表 
（主管課） 

評価表 
（提案団体） 

事業報告書 
収支決算書 

報   告 評 価 

 

評価表作成 

報告書公表 
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５． 事業の実施主体による自己評価 

（1） 北区繋がり広がるプロジェクト（アウトリーチ型支援事業） 

 

【団体による自己評価】（一般社団法人 SHOIN） 

① 計画段階での取組みについて 

主管課との意見交換の中での気付きがあった。またアウトリーチミーティン

グなど事業を実施する上で現訪問員が所属する団体にも意見などを聞いて進め

ることができた。 

 
② 事業の進め方について 

定例会の他、メールや直接お会いしての話の中で、事業に対して意見交換で

きたと思っている。事業 PR でも北区ニュースをはじめ様々な PR できる機会や

パンフレット配布場所を提供してくださった。次年度も定期的に PR に協力いた

だければ幸いです。またアウトリーチミーティングの PR では、町会掲示板・回

覧板に案内することを弊団体が漏らしてしまいました。効果的な PR 方法だと思

うので次年度以降は実施したいと思ってる。また子ども食堂運営者などに訪問

員になっていただいているが、報告書や領収書のご提出が遅くなってしまう団

体様もいらっしゃる。民民連携しながら行う事業でもあるので、その点もスム

ーズになるように努めていく。 
 
③ 協働で取り組んだことによる効果について 

協働することによる事業に対しての事業の信用性が増したと思っている。子

ども未来課職員の皆さんも大変親身になって本事業に取り組んでくださり感謝

している。 
弊団体が作成のチラシの連絡先に、弊団体の名称・連絡先だけを記載してお

り、スクールソーシャルワーカーや子ども家庭支援センターとの協議の中で、

協働していることが見えないといったご指摘を受けた。確かに必要な情報だと

思うので、以降作成のチラシやパンフレットでは、北区子ども未来課の名称・

電話番号も記載したいと考えている。 
 
④ 協働事業の成果について 

事業目的である「支援対象者と継続的に繋がり、信頼関係を構築しながら、

必要であれば関係機関・団体の適切な支援につなぐ」といった点に成果があっ

たと感じているが、訪問員と支援対象者を十分に広げていけたかという点では

不十分で、訪問員数・支援対象者数・月毎のプレゼント数は計画時を下回った。

しかしながら、訪問員では、一般のボランティアも現れてきている他、スクー

ルソーシャルワーカーなどから支援対象者を繋いでいただくケースも出てきて

おり、次年度に向けた土台になる活動はできたと感じている。 
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支援対象者や訪問員、アウトリーチミーティングではアンケートをとることも

できた。 
 

【主管課による自己評価】（子ども未来課） 

① 計画段階での取組 

主管課と団体の双方が納得のいくような事業計画作成のため、他部署の意見

も参考にしながら団体と適宜話し合いを行い、作成することができた。 

 

② 事業の進め方 

子ども未来課で実施している事業で以前より関わりのある団体であったため、

事業を進める中での意見交換の場や相談の機会を多く確保することができ、些

細なことでも相談し合える関係を築くことができたと考えている。 

区としての役割である広報面では、団体からの周知希望があった場合の協力

のほか、子ども未来課所管のきたハピモバイルや子育て支援情報メール・LINE

等での配信をご提案する等、広報を幅広く実施することができた。しかし、事

業の性質的に、単純に広報をするだけで事業実績が上がるという事業ではない

ため、その点に難しさを感じている。 

また、庁内からは、チラシに主管課名が入っていないため、民間だけで実施

していると勘違いされてしまうというご指摘があったため、今後作成するチラ

シ等については、主管課名を記載し、協働で事業を行っていることがわかる内

容に改良する。 

 

③ 協働事業の成果 

支援が必要な家庭にも関わらず、行政に頼りたくない、自身で支援は必要な

いと閉ざしてしまっている等のご家庭を、民間団体の力を借りることによって

発見、見守りをすることができたと考えている。 

また、協働により、庁内に本事業の周知をすることができ、行政からの支援

が必要とまでは判断できなかったご家庭への訪問依頼を受けることで、行政で

は対応できないご家庭への見守り支援が実施できた。 

 

④ 協働事業の成果 

事業の内容を考慮すると難しい問題ではあるが、周知に力を入れても支援対

象者や訪問員が集まりづらかったと感じる。（計画人数に達しなかった） 

ただ、協働事業 1 年目での広報により、民間団体の横のつながりが広がって

きているため、今後訪問員が増えていくことを期待したい。今後も周知方法等

に工夫を凝らし、行政だからこそできることを協力していきたい。 
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６． 選定委員会による評価（個々の選定委員のコメントの抜粋） 

 

（１） 北区繋がり広がるプロジェクトアウトリーチ型支援事業 

① 計画段階での取組みについて 

・生活に課題を抱えている家庭とアクセスすることは容易なことではないが、

定期的に家庭を訪問することで信頼を得るためのプロセスを計画すること

ができたのではないか。突発的な状況に対応するためのより現実的な準備が

必要。 

 

・計画初期の頃に比べてより現実的な事業に進化していると感じる。団体と

所管課が意見交換を重ねてきた成果と思われる。 

 

・訪問員の確保が、計画通りに行かなかった。結果的に 448,922 円の返還

金が生じてしまったことは残念。 

 

・当該提案事業は、区民ニーズや区の課題を捉えたものであったと思うが、

当初より懸念事項となっていた手段の目的化やアウトリーチャーの育成計

画等が事業実施後にも十分に整理されていない様な印象と受けた。 

 

・子ども食堂からアウトリーチ事業の実施は、訪問員の確保や対象家庭への

アプローチなど難しい点も多く、問題解決には主管課の意見やアドバイスを

参考に計画し、実施していることを評価する。 

 

・計画時よりも支援者や訪問員の数が下回ったのは残念だが、子ども家庭支

援センターやスクールソーシャルワーカーとの連携強化や、町会や民生委員

への働きかけなど、今回みえてきた成果と課題を活かして、次年度以降も取

り組んでいただきたいと思う。 

 

② 事業の進め方について 
・訪問者がどのような状況に対応しているかのケーススタディを積極的に行 

い、対応力を高めることが求められる。現在までのところ大きなアクシデ 
ントは確認されていないようだが、ヒヤリハット的な情報の共有を常に行 
えるようなシステムを検討していただきたい。 

 
・訪問員数、支援数の増大への期待も理解できるが、訪問員の質の向上、シ 

ステムの安全性・専門性の向上、支援先のケースワークや支援方法の分析 
など現状での課題も多いと思われ、足元の拡充を一義的に考えるべきであ 
る。 
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・訪問員の業務体制やスーパーバイズの仕組みなどの確立がまだ出来ていな 
いと思われる。早急な整備を期待したい。 

 
・アウトリーチは、支援者・専門家サイドの活動であり、当事者主体のもの 

ではないことに留意してライツ・ベースドの活動を目指してもらいたい。 
 
・本事業を区と協働で取り組む意義は、事業の信頼性の向上と安全性の担保 

にあると思う。協働することで得られる効果を最大限に発揮できるように、 
意識して取り組んでいただければと思う。 

 
・区との協力や他団体との協力体制は、一定程度実現できたと感じるが、当 

該事業の根幹となるアウトリーチャーの育成ならびにアウトリーチが十 
分に実施できたとは言い難い。 

 
・子ども食堂は多くの地域や団体で実施しているが、アウトリーチに繋げて 

いくことはまだ他でやっていない事業で、行政の指導や PR の方法などの 
意見交換を密にするなど、今後も大いに取り入れて進めてほしいと思う。 

 
・ヤングケアラーの問題も同様だが意外と近所の人、町会の役員も気がつか 

ないケースが多い。 
 
・アウトリーチを区民の方に広く知っていただくとともに、アウトリーチャ 

ーの負担やリスクを軽減するための効果的なしくみづくりを、区と連携し 
ながら取り組んでいただきたいと思う。 

 
③ 協働で取り組んだことによる効果について 

・行政と協働することによって訪問を必要としている家庭とのマッチングが 
可能になっていると考えられる。また、公助が必要と判断した際にはすぐ 
に行政が制度的に対応することができるのではないか。 

 
・計画初期の問題であった家庭支援センターとの連携の構築が依然として必 

要と思われる。 
 
・幾つかの課題はあるものの、区と協働で事業を実施できたということ自体 

は大変有意義であったと思う。 
 

・貴団体は行政の支援が有り協働で実施の事業であるから、広報に関するこ 
となどアドバイスを求めて、今後も事業を進めてほしいと思う。 
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・本事業は、行政と協働で実施することで、支援を必要とする方への重層的 
な取組みが可能になると思います。そのためにも、引き続き、相互理解と 
信頼関係の構築に向け尽力いただきたいと思う。 

 
④ 協働事業の成果について 
・初年度ということもあり、ケースがまだ十分とは言えないが、課題解決に 

結びついた事例などを積み重ねることにより、事業の必要性を認知するこ 
とに結びつくものと考えられる。 

 
・計画初期の頃から確実に関係性が進化しているように見える。団体と所管 

課の努力に敬意を表す。 
 

・訪問員と支援対象者を十分に広げるところまでは至らなかったかもしれな 
いが、息長く取り組んで頂きたいと思う。 

 
・今後、手段が目的化しない為には、アウトリーチによって掘り起こしたニ 

ーズや要支援家庭・要支援児童をどの様な支援に結びつけたのかや見守り 
支援の期間やモニタリングの目標項目等を統一指標として見える化する 
仕組みが必要だと思う。 

 
・支援が必要と思われる家庭は、孤立して閉鎖的になっていることが多く、 

そんな家庭への訪問員の確保は難しいことも多いと思うが、主管課の指導 
を参考に取り入れて、民間だから出来る強みを発揮し、アウトリーチ事業 
を頑張ってほしいと思う。 

 
・危機管理に課題がある。（アウトリーチ報告のみでは不安がある） 
 
・困難なテーマではあるが、社会から孤立し悩んでいる方が増加するなか、 

行政だけでは目の届かない子育て家庭のサポートは必要であると考える。 
初年度に得た成果と課題を関係者間で共有しながら、次のステップに向け、 
前向きに取り組んでいただきたいと思う。 

 
⑤ 将来性 
・訪問者を育成することにより、地域と家庭のコミュニケーションを活発化 

してさまざまな環境による家庭の孤立を解消することにつながることが期

待される。 
 
・社会課題の解決モデルとして他地域をリードする活動発展を期待する。 
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・本事業は、なかなか成果の見えにくいタイプの事業だと思うが、区民の生 
活を支えるために不可欠な取り組みだと思う。長く続けていくためにも、 
本事業の成果を示すことが大切だと思うので、主管課の皆様もその点を見 
据えながら取り組んでいただければと思う。 

 
・アウトリーチャーの数を増やすことやアウトリーチの数を増やすことでは 

なく、必要な支援を必要な人に届けるという当初の目的を忘れずに、引続 
き区と協力をしながら頑張って頂きたい。 

 
・協働で取り組む重要性を利用し活用することにより、今後も期待できると 

思うし可能性は大いにあると思うので、この事業の先駆者であってほしい 
と思う。 

 
・今後ますます必要性が増えてくることと思う。当会の活動には敬意を表し 

たい。（子ども食堂、フードパントリー等） 
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